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日向市図書館複合施設整備　アドバイザリー会議

令和８年度 第１回アドバイザリー会議　

■日時　　令和８年７月７日（火）

■会場　　日向市役所 庁舎２階 災害対策本部室・オンライン
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会次第

１．あいさつ

２．アドバイザリー会議について

３．これまでの経緯

　（１）検討体制・基本構想について

　（２）市民共創の取組について

　（３）策定作業の進捗状況

４．議事

　（１）居心地のよさの実現について

５．今後の予定
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アドバイザリー会議について

氏　名 所　属 専門分野 備　考

桑野　斉
宮崎大学地域資源創成学部
教授

自治体政策、コミュニティ政策
Ｒ７
継続

青山　鉄兵
文教大学人間科学部
教授

社会教育、青少年教育、若者の居
場所づくり

Ｒ７
継続

尾野　薫
宮崎大学地域資源創成学部
講師

景観デザイン、土木計画、中心市
街地活性化

R8
新規

山田　あすか
東京電機大学未来科学部
建築学科 教授

建築計画（医療・福祉建築，居住
空間，都市空間）

R8
新規

吉成 信夫
中部学院大学
客員教授

図書館運営
R8
新規

２．アドバイザリー会議について

　アドバイザリー会議は、令和7年度に基本構想の策定に向けて設置した会議を引き継ぎ、令

和8年度も継続して開催するものです。

　基本構想で整理した理念・コンセプトや施設像を踏まえ、事業・サービス、機能、管理運営の

方向性などをより具体化するため、市民共創の取組「日向ラボ・ラボ」やアドバイザー会議での

助言・提案をいただきながら、基本計画の策定につなげていきます。
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令和７年度の開催状況

第１回(6.26)

・これまでの経緯

・基本方針

・検討体制

・令和７年度の取組内容

・日向ラボ・ラボ

２．アドバイザリー会議について

■　いただいた主なご意見

・市民協働、共創の意識や先進事例を踏まえて丁寧に進めている点を評価する。

・10～20年後の社会変化を見据えた対応がでくるよう、柔軟な施設計画が必要。

・市民からの期待がある中で、図書館本来の役割が後回しにならないよう配慮が必要。

・単なる施設の引っ越しではなく、50年後も利用される施設となるための視点を持ってほしい。

・“図書館”と呼ぶことで若者は行きづらくなる。新しい施設の名称を検討してはどうか。

・施設の機能だけでなく、それを運用していく人材が重要。

第２回(9.24)

・基本理念、ビジョン、

　コンセプト

・子育て支援機能に

　ついて

第３回(11.28)

・ビジョン、コンセプト

・こども、若者の居場所

　づくりについて

第２回(9.24)

・次年度の取組について
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３.これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について



３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について

令和３年度～令和７年度の経緯
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基本理念（R６策定）

R

３

・第２次日向市総合計画・後期基本計画
　「新たな図書館複合施設の調査研究を進める」こと
を示す。
・関係課職員による論点整理、先進地視察

R
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・関係課職員による論点整理、先進地視察

R
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・関係課職員による意見交換、先進地視察

・「図書館等複合施設整備調査研究報告書」策定

R
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・日向市図書館複合施設整備庁内検討委員会設置

・「日向市図書館複合施設整備基本方針」策定・公表

R
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・第３次日向市総合計画・前期基本計画

　「新たな図書館複合施設の整備を進める」ことを示す。

・「日向市図書館複合施設整備基本構想」策定・公表

コンセプト（R7策定）

学びの種をまき：学びの機会やきっかけを提供し、知識の基礎を築く
創造の芽を育て：創造性やアイデアを育む
希望の実を結ぶ：個人や地域の未来への希望や発展につながる
市民のサードプレイス：誰もが快適に安心して過ごせる

「ひなたリビング」は、本を読む、創造活動に励む、学び交流する、心
地よくくつろぐなど、誰もが思い思いに過ごせる第三の居場所です。新
しいことへの挑戦、人や本の出会いを通じて自分の可能性を広げ、地域
や仲間とのつながりが生まれます。
この施設が、市民の日常に安心と発見をもたらし、多様な世代が集い、
学びや交流を重ねながら、まちの未来を共に育む拠点となることを目指
します。

これまでの経緯
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建設までのスケジュール①

基本方針　　日向市図書館複合施設整備基本方針（令和７年２月策定）

基本構想　　日向市図書館複合施設整備基本構想（令和８年３月策定）

　市民ワークショップやアンケート、関係団体との意見交換の実施により得た市民
ニーズ等を踏まえながら、現状と課題を踏まえ、新しい図書館複合施設の基本理念
や基本的な方針・方向性について検討を示すもの。

　基本方針に基づき、関係団体との意見交換や民間事業者ヒアリングを行うととも
に、市民がやってみたいことを「日向ラボ・ラボ」で実証実験しながら、コンセプト、機
能、規模、建設場所、概算事業費、工程など検討を行った。

スケジュール

３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について
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建設までのスケジュール②

基本設計

実施設計

建設工事　　

　新しい図書館複合施設の構造や配置、レイアウト、機能や設備、内外のデザイン等を
設計書としてとりまとめるもの。

　基本設計に基づき、工事施工を考慮した上で、デザイン面・技術面の両面での詳細
な設計書。工事施工に向けて工事費の具体的な積算を行うもの。

　実施設計に基づき、土木や建築など建設事業に関連する全般的な工事を行うもの。

基本計画　　

　基本構想で描いた施設像を、より具体的な事業・サービス、機能、運営の方向性と

して整理し、新しい図書館複合施設の設計・工事を進める上での根幹となる計画。

令和８年度末の策定を予定。

３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について
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令和８年度

　４月２０日（月）・２１日（火）　　先進地視察（海南市、茨木市ほか）

　４月２８日（火）　　　 庁内ワーキンググループ会議

　４月２９日（水・祝）　図書館イベント（第１回得意わざ大学　スマホカメラ講座）

　５月  ９日（土）　　　 図書館イベント（第２回得意わざ大学　iPad DJ講座）

　５月１０日（日）　　　 図書館イベント（春のとしょかんまつり）

　５月１５日（金）　　　 先進地視察（小林市TENAMUビル、都城市立図書館）

　５月１８日（月）　　　 庁内検討委員会

　５月２１日（木）　　　 庁内ワーキンググループ会議

　５月２２日（金）～２９日（金）　　基本構想市民説明会

　６月　４日（木）～２９日（月）　　新しい図書館を語る会（関係団体意見交換会）

　６月２５日（木）　　　先進地視察（別府市）

　

これまでの経緯 ３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について
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日向市の図書館（現在）①

■　開館時間　９：００～１９：００（令和８年４月～）

■　休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館）・年末年始・特別図書整理期間

３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について
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日向市の図書館（現在）②

建築年月日 昭和40年(1965)年3月１日

延床面積

　　　　　　　　　　　本館　　　　 ： ９０８．５２㎡
1,202.17㎡　　郷土資料庫：    ８６．５４㎡
　　　　　　　　　　　書庫　　　　 ：  １８０．５０㎡
　　　　　　　　　　　機械庫　　　：    26．61㎡

構造 鉄筋コンクリート造　２階建て

利用者数 １１９，７６０人

蔵書数（開架数） １７９，９１９冊（１０３，４３４冊）

貸出冊数 個人１５７，３５８冊、団体３５，７７８冊

登録者数 ６，３８０人

■　建築から６０年が経過し、安全性・快適性の面で課題

■　閲覧・学習・情報機器スペースが不足し、ゆったり滞在しにくい

■　書架間隔や動線の制約があり、高齢者や障がい者にやさしい環境が十分ではない。

■　蔵書の充実に加えて、学習、交流、デジタル、居場所づくりが求められている。

３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について
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基本構想について

項目 基本構想での整理内容

導入する機能 図書館／子育て支援／生涯学習・市民活動／カフェ・交流・くつろぎ空間

施設規模 施設全体の延床面積　約６,２５０㎡

建設予定地 市庁舎隣接地（敷地面積　約７,２００㎡）

概算事業費
（１）　設計・監理・調査費　 　　　　　　　　　　　　　 　　８．３億円
（２）　建設費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　６５．１億円
（３）　用地費、備品什器費、中央公民館解体費　  １４．６億円

事業手法
事業手法は従来手法又はDB方式で検討
維持管理は直営または指定管理者制度の導入を検討

３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について

■ 補足

　　施設規模や概算事業費は現在の想定。今後の基本計画・設計段階で引き続き精査。
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■　施設の集約や複合化を図りながら、既存の公共施設を他の施設として利用する

など、公共施設マネジメントの考え方に沿って施設整備を検討する。

３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について

施設の集約・複合化の基本的な考え方
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機能区分 既存面積 想定面積

図書館 約2,500㎡

子育て支援 約1,250㎡

生涯学習・市民活動 約1,250㎡

カフェ・交流・くつろぎ空間 ― 約300㎡

共用部　※全体の約15% ― 約950㎡

合計面積 約6,250㎡

日向市立図書館 （約１,２００㎡）

健康管理センター(子育て支援：約６０0㎡）

市庁舎こども課(約１８0㎡）

地域子育て支援拠点(約７０㎡）

日向市中央公民館（ホール等：約1,15０㎡）取り壊し

市民活動支援センター（約４００㎡）

東郷地区文化センター（ホール：約８００㎡）

約1,2０0㎡

約850㎡

約2,350㎡

３．これまでの経緯
（１）検討体制・基本構想について

新しい図書館複合施設の機能・規模・公共施設の集約
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３.これまでの経緯
（２）市民共創の取組について
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基本的な考え方

人口減少・少子高齢化が進行：社人研準拠推計では2050年人口 42,322人（目標 44,000人）。

　➡　将来の利用者規模・年齢構成を踏まえた計画が必要。

第3次日向市総合計画：将来像「人と自然が響き合い、にぎわいあふれる共創のまち日向」。

　➡　駅周辺整備・市庁舎整備で培った「共創」の文化を図書館複合施設でも継承。

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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日向ラボ・ラボ

日向ラボ・ラボとは、市民の皆さんと新しい図書館複合施設の整備を目指す市民参画型の共創プロジェ
クトです。
「市民がやってみたいこと」を実証実験する場として全７回開催し、延べ１,９５３人の方にご参加い
ただきました。

第1回

北欧型図書館に関する講演。
理想の図書館に関するアイデア
100個を提案するワークショッ
プ。

第2回
屋内遊び場や移動図書館、読
み聞かせ、育児相談など親子向
けイベントを実施。

第3回
中高生が行きたくなるカフェ
づくりをテーマとした体験型
ワークショップ。

第4回

若者の居場所づくりに関する
講演。「若者が来たくなる図書
館」をテーマとしたワーク
ショップ。

第5回

新潟県小千谷市ひと・まち・
文化共創拠点「ホントカ。」の
事例学習。職員や市民との意見
交換。

第6回
図書館とまちのにぎわいを
テーマに施設完成までにやりた
い企画のロードマップ作成。

第7回
図書館への愛着を深めるため
の本箱づくりワークショップ。

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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第１回　日向ラボ・ラボ

あなたの居場所を考えようみんなで創る新しい図書館

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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第２回　日向ラボ・ラボ

学びのタネを育てよう。みんなで育む未来のこども

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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第３回　日向ラボ・ラボ

創造の芽を育てよう「新しい学び」の発見

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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第４回　日向ラボ・ラボ

希望の実を結ぶ新しい居場所を創ろう

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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第５回　日向ラボ・ラボ

希望の実を結ぶ新しい居場所を創ろう

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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第６回　日向ラボ・ラボ

まちと人をつなぐ図書館をつくろう

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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第７回　日向ラボ・ラボ

本箱づくりワークショップ

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について
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日向ラボ・ラボの意見反映

開館時間・運用変更

３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について

得意わざ大学の毎月開催
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新しい図書館を語る会 ３．これまでの経緯
（2）市民共創の取組について

R7.７月
・日向商工会議所青年部　 ・日向高等学校フロンティア科１年生
・本町商店会　　　　　　　　　・原町商店会　　・ひゅうが新町商店街振興組合

R7.１０月
・日向市PTA協議会　　　・陶芸クラブ　　　　　　　　　　　　　・シャルウィダンス　　　　　　　　　
・ヴァイオリン教室　　　 　・日向木挽歌大会実行委員会　　・日向市文化連盟
・市内保育園、幼稚園等　・日向混成合唱団

R8.１月
・日向市肢体不自由者父母の会　・日向聴覚障害者協会
・日向地区腎臓病患者友の会  　 ・音訳・点訳ひゅうが虹の会
・図書館ボランティア「友の会」

R8.6月
・日向市民吹奏楽団　　　　・日向市楽友協会　　　　・日向市美術協会
・日向市舞踊連盟           ・日向市写真協会
・伊達バレエスクール　　　 ・日向市華道連盟

　新しい図書館を語る会では、日向市内で活動する様々な団体や関係者を対象に「新しい図書館複合施
設に望むこと」「新しい図書館複合施設で活動できること」などについて、各団体の立場から幅広い意
見やアイデアを出してもらいました。
　令和８年６月に日向市文化連盟加盟団体を対象に実施。今後も継続して様々な団体と開催し、施設の
機能・空間などについて意見交換を行っていきます。
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３.これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況について
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基本計画の策定体制 ３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況

■　基本計画策定支援

　　　アカデミック・リソース・ガイド（株）

■　日向ラボ・ラボ運営支援

　　　（株）イツノマ



基本計画策定支援事業者
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日向ラボ・ラボ運営支援事業者

支援事業者

アカデミック・リソース・ガイド（株）

（協力事業者：（有)マル・アーキテクチャ）

• 「学問を生かす社会へ」をビジョンに掲げ2009年創

業。実空間・情報空間の融合、実践的なデザインプロ

セス、徹底したリサーチを軸とした公共・商業施設及

び地域のプロデュース事業やウェブ技術を中心とした

産官学民連携のコーディネート事業を得意としている。

• ライブラリーマガジン『ライブラリー・リソース・ガイド』

（LRG）（2012年創刊）等の公共的コミュニケーショ

ン事業も展開。

• 図書館複合施設の基本構想・基本計画策定や管理運

営計画の策定支援などにも多数実績あり。

（株）イツノマ

• 都農町を本拠地とする2020年創業のまちづくりベ

ンチャー。

• ⼈　「 からはじまる、まちづくり」をミッションに、こども

⽅ ⼈が参画するまちづくり、地 で新しいコトを起こす が

⽬出会える場づくりを 指している。

• ⼩現在は、まちのグランドデザイン、 中学校の総合・探

究学習、まちづくりホステルの経営など、多種多彩な

プロジェクトに挑戦している。

• 日向市では、地域コミュニティ課主管の人材育成事業

「ひまわり塾」の運営を受託しているほか、令和７年度

から日向ラボ・ラボの業務を受託。

互いに情報共有や定期的な
協 議 を 行 い な が ら 、 市 民
ニーズの結果を基本計画策
定に活用。

３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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第８回　日向ラボ・ラボ

・「図書館×生涯学習」をテーマに、文教大学青山教授より講演。

・「図書館×子育て」をテーマに、子育て中の方を対象に意見交換。

・今後も「生涯学習」「子育て」「中心市街地活性化」をテーマに日向ラボ・ラボを開催。

　市民からの意見を聞き取りながら、基本計画へ反映していきます。（令和８年度で計７回開催予定）

３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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基本構想　市民説明会の実施

・ホームページ掲載、SNS発信（LINE、Facebook、アプリ）

・広報ひゅうが５月号掲載

・案内チラシ　区への班回覧

情報発信・周知方法

３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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参加者の状況

日時 会場 参加者数

5/22(金)
19:00～２０：００

大王谷コミュニティセンター ８人

5/23(土)
14:00～１５：００

市役所１階市民ホール ２２人

5/25(月)
19:00～２０：００

財光寺まちづくり事務所 １７人

5/26(火)
19:00～２０：００

日向ひとものづくりセンター １８人

5/27(水)
19:00～２０：００

南日向公民館 １２人

5/28(木)
19:00～２０：００

美々津公民館 ７人

5/29(金)
19:00～２０：００

東郷公民館 ７人

計 計　９１人

年齢

性別

７０歳以上

・１９歳以下 （４人）     ４％

・２０代　　　 （２人）     ２％

・３０代　　　 （３人）     ３％

・40代　　　 (１９人)  21％

・50代　　　 (２３人) 25%

・60代　　　 (16人)  18%

・70歳以上 (16人)  18% 

・答えたくない（２人）  ２％

・未回答　　    （６人）  7％

６０代
５０代

４０代

３０代

１０代
２０代

答えたくない

未回答

・男性　      （３７人）　４１％

・女性　      （４７人）　５１％

・未回答　     （７人）　  ８％

男性

女性

未回答

３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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開催の状況 ３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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開催の状況 ３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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アンケート結果　　※アンケート回答者８５人

0人 10人 20人 30人 40人 50人

・必要

・どちらかといえば必要

・どちらともいえない

・まだ判断できない

・どちらかといえば必要ではない

・必要ではない

46人(5４.１%)

23人(2７.０%)

8人(９.４%)

4人(4.７%)

1人(1.１%)

3人(3.５%)

0.00% 50.00% 100.00%

・39歳以下（９人）

・４０～５９歳（４２人）

・６０歳以上（３２人）

88.９%（８人）

83.3%（３５人）

78.1%（２５人）

79.3%（２３人）

80.7%（４２人）

・月に１回以上利用（２９人）

・年に数回以下利用（５２人）

「必要」「どちらかといえば必要」の割合（年齢別、利用頻度別）

年齢別

図書館の利用頻度別

・「必要」5４.１%、「どちらかといえば必要」２７．０％で、支持は合計８１．１％。

・「必要ではない」「どちらかといえば必要でない」は合計４．４％で、整備については強い支持がある。

・年齢別では、支持率は39歳以下 88.９%、40～59歳以下 83.3%、60歳以上 78.1%と高い水準にある。

・図書館の利用頻度別では、「利用頻度が低い層（年に数回以下の利用）」でも８０．７％と高い水準にある。

Q 「新しい図書館複合施設」の整備は必要だと思いますか。

３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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アンケート結果　　※アンケート回答者８５人

0人 5人 10人 15人 20人 25人 30人

・もっと前向きに進めてほしい

・現在の方向性で進めてよい

・規模を縮小した方がよい

・機能を絞った方がよい

・整備すべきでない

・わからない

・未回答

１５人(１７.６%)

２６人(３０.５%)

３人(３.５%)

２２人(２５．８%)

２人(２.３%)

５人(５.８%)

１２人(１４.１%)

Q 現在の事業の進め方について、現時点の考えに近いものを選んでください。

・「もっと前向きに進めてほしい」１７.６%「現在の方向性で進めてよい」３０．５％で、支持は合計４８．１％。

・一方、「規模を縮小した方がよい」３．５％「機能を絞った方がよい」２５．８％で、見直しについて求める声が計２９．３％

・「わからない」「未回答」が１９．９％あるため、引き続き、機能の優先順位や事業費等について説明が必要

３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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アンケート結果　　※アンケート回答者８５人

0% 25% 50% 75% 100%

8９.４%（７６人）

８３.５%（７１人）

7６.５%（６５人）

５７．６%（４９人）

４８.２%（４１人）

・最も高いのは「図書館機能」８９.４%で、次に「生涯学習・市民活動」８３．５％、「子育て支援」７６．５％。

・「カフェ・交流・くつろぎ空間」「放課後の居場所」「屋内遊び場」は一定の支持がある一方、

　静かさを求める利用者がいることから音のゾーニングが必要

・「多目的ホール」は４８．２％が必要とする一方、「必要ではない」といった意見も１７．６％（１５人）ある。

Q 「新しい図書館複合施設」の機能の必要性について教えてください（「必要」と回答のあった割合）

・図書館機能

・生涯学習・市民活動

・子育て支援

・カフェ・交流・くつろぎ空間

・放課後の居場所

・屋内遊び場

・多目的ホール

６３.５%（５４人）

５７.６%（４９人）

３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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設計・施工　アンケート期限：７月３１日まで
運営、カフェ、システム　ヒアリング：７月中旬～下旬

サウンディング型市場調査の実施 ３．これまでの経緯
（３）策定作業の進捗状況
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４．議事

（１）居心地のよさの実現について
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基本構想でとりまとめた、市民が求める『居心地のよさ』 ４．議事
（１）居心地のよさの実現について

主な市民ニーズ 空間・サービスの要望

広く快適で開放的な空間

自然光や緑、木の温もり、ゆとりのあるスペース

誰もが利用しやすい環境

バリアフリー、迷いにくい動線、安心して使える配置

多様な滞在ニーズへの対応

読書、学習、仕事、親子利用、気分転換、交流

具体的な要望

カフェ・飲食スペース

学習・仕事スペース、Wi-Fi 等のICT環境

親子で過ごせる場所、屋内遊び場

誰でも利用しやすい、開放的で入りやすい施設

主な声：「ゆっくり過ごせる場所」　　「気軽に立ち寄れる場所」
　　　　　「家族で気軽に行ける場所」　「何時間でも過ごせる雰囲気が大事」

様々な期待がある一方、市議会や市民からは事業費や施設の集約・再編についても意見があり、
市民が求める「居心地のよさ」と運営や規模、コストの両立も踏まえた基本計画を検討する必要がある。
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参考：基本構想　市民説明会での聞き取り状況 ４．議事
（１）居心地のよさの実現について
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アドバイザーに伺いたい視点 ４．議事
（１）居心地のよさの実現について

１．「居心地のよさ」を空間・運営の両面でどう実現すればよいか

　建築計画、家具・しつらえ、音・光・温熱、ルールづくり、スタッフ配置など

２．読書機能と多様な過ごし方をどう両立するか

　静けさとにぎわい、個人利用と交流利用、世代別ニーズへの対応

３．中心市街地や周辺施設とどうつなげるか

　市庁舎、日向市駅、商店街、公共交通、駐車場との連携

４．基本計画で優先的に決定すべき論点はなにか

　事業手法、共創の取組、管理運営体制、民間連携の具体化
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５．今後の予定
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今後の予定

日　時 項　目

７月１９日（日）
・第８回 日向ラボ・ラボ
　（テーマ：第１部：生涯学習、第２部：子育て支援）

７月２１日（火）～２７日（月） ・サウンディング型市場調査

８月２９日（土）予定
・第９回 日向ラボ・ラボ
　（テーマ：生涯学習）

９月～10月　※要調整 ・第２回 図書館複合施設アドバイザリー会議


